
Red Wine Audio - Signature 30

アメリカにはオーディオ系ガレージメーカーがたくさんあります。またネット上にも

Audio Circleという活発なガレージ系メーカーのフォーラムがあります。その中で話題の
ユニークな製品があります。それがSignature30です。

Signature 30は Red Wine Audioが開発した 2006年５月頃に発表されたパワーアンプで
す。

特徴はパワーアンプなのになんとバッテリー動力でしかも片チャンネル 30Wもの立派な
出力があるということです。さらに24時間ものバッテリーでの連続動作が可能です。
30W/chもでますので能率しだいではフロア型の大きなスピーカーでも十分駆動できます。

そこでなぜバッテリーを使うかというとノイズレスのクリーンな電源として使うためです。

これにより比類ないSN比が得られます。
オーディオ機器は電気で動くわけですから、最終的に電源がとても重要です。しかし一般家

庭のACにはいろいろなノイズが乗っていたり電圧変動があったり必ずしもベストではあ
りません。そこでノイズフィルターをつけたり、クリーン電源をつけたり、ケーブルを変え

たり、コンセントを変えたりと大変な苦労をするわけです。

しかしACの波形を完全にしても究極ではありません。なぜかというとアンプに入ってく
るACの波形が完全であっても、アンプ中の電源部のAC-DC変換プロセスのトランスやダ
イオードにもさまざまな問題があるからです。さらに電源によってはスイッチング電源の

ようにACラインを伝って他の機器に影響を与える可能性のあるものもあります。

そうした中で最良の電源はなんといってもバッテリーです。バッテリーはもっともクリー

ンで安定的な電源を提供できます。また直接DCで駆動できるのでAC-DCプロセスが不要
です。これでそもそも電源ケーブルもコンディショナーもいらなくなり、日本もアメリカも

関西も関東も夜でも昼でも等しく安定的にノイズフリーでクリーンな動作が期待できます。

問題はパワーアンプに向いたバッテリーですが、その回答はSLA(鉛蓄電池)を使うことで
す。これにより大電流が得られ、また内部抵抗も低いのでオーディオ用途には向いているそ

うです。(Sig30に使われているものは実際にはセキュリティシステムによく使われている
もののようです)
バッテリー駆動のプリアンプはJeff Rowlandのコヒーレンスなんかが有名ですが、このよ
うな高出力のパワーアンプで用いられるのはユニークといえます。

アンプの心臓部としてはデジタルのトライパス・モジュールを使用しています。つまりバ



ッテリー駆動の(Dクラス)デジタルアンプというわけです。内部はほとんどバッテリーのス
ペースで占められています。

バッテリーはデュアルモノのように左右がセパレートされています。またこの使用されて

いるPaper-in-oilコンデンサもなかなかの隠し味のようです。

Sig30は基本的にはパワーアンプですが、DACTのステップアッテネーターがついていて
インテグレーテッドアンプとしてそのままCDPにつないで使えます。レビューを見るとプ
リアンプをつけてもそう大きくは違わないということで、はじめからこうしたプリ無しの

パッシブな使い方を想定していると思います。またソースセレクタもありません(外付けで
ソースセレクタがあります)。
このできるだけダイレクトでシンプルにするために信号経路を省くという考えは日本のガ

レージメーカーで言うと47研究所のアンプを思い出しますが、ここも音のダイレクト感、
鮮度感と言うものに非常にこだわっているわけです。
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